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はじめに中間大興安嶺の北部森林地番に暮らすエ
ペンキ人(行政的には内モンゴル自治区・根河市・オルグヤ民族郷となる)は、中国では唯一トナカイを館育している人々である。この二百人ぐらいの小さな集団は、十九世紀初頭、新しい猟場とトナカイの放牧地を求めて、ロシア側から中国の大興安嶺 移住した人々の子孫たちである。
一九四七年以降、エペンキ入社会は
社会主義体制の中国関家に組み込まれる。一九五
0年代半ばに誕生した最初
の民族郷(民族自治地方)から、約半世紀にわたって、エペンキ入社会は主流社会の影響を受けて大
へんぼう
きな変貌を見せている。例えば、定住化、ほか と 通婚、狩猟やトナカイ餌脊から離れて町で生活する人々の増加やことば、生活面での漢化の浸透などである。しかし、エペンキ入 の多様化が進む一方 、依然移動生活 送り、トナカイと一緒に暮らす人々がいる。
中国には約一一一万人のエペンキ人
が住んで る。その中で、トナカイエペンキ人(以下はこの名称で呼ぶことにする)の生業(トナカ
イ館育)、ことば、生活習墳はほかの地域のエペンキ人 異なる点が多い。本文では、筆者が現地で見関してきたことに基づいて、トナカイエペンキ人とトナカイとの深い関係と、近年の生活の変化を紹介したい。
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トナカイとトナカイエペンキ人
トナカイエペン
キ人は狩猟民である。大興安嶺の森には豊富な動植物
民族郷の入り口のところに、民族の象徴であるトナ
カイの像が立っている。
トナカイエベンキ人が生活する大奥安嶺の森
が生存しており、そのうちトナカイエペンキ人が狩猟対象にしているのは、ヘラジ 、アカシカ、ノロシカや野鳥類などである。狩猟活動は基本的に動物の繁殖期、交尾期が終わった晩秋から早春かけて行う。狩猟は男性が中心で、三
i
四
人、あるいは五
1
六人
から構成するグループで行うのが習慣になているが、キャンプ地の周辺 、小型の動物を獲る場合は単独で行うことが多 。誰が獲った獲物だろうと獲物はウリロン
(EI
五の世帯から構成する生活単位。同じ氏族に属する人たちが一緒に住むのが習慣である)メンバー全員に平等に分配しなければならない。トナカイエペンキ入社会には獲物 分配、消費だけではな
く、狩猟活動に関しても、さまざまなル
i
ルや習慣がある。子供たちは大人
から銃を撃つ技術を教わると同時に、動植物に関する大人の経験、知識を学ぶ必要があり、また昔からの習慣(たとえば妊娠中の動物は獲物にしてはいけないなど)を身につけなければならなし
トナカイエペンキ人が自分で言って
いるように「私たちは動物の肉を食べ、動物の毛皮で作った服 着る生活が大好きだが、もしトナカイがいなければ、この生活は成り立 ないだろう\トナカイエペンキ人に て、トナカイはなくてはならない蒋在である。キャンプ地から何十キロ討 離れている猟場から、一頭二百キロ吋フ以上もある獲物(へラジカ)を人間だけの力ではキャンプ地まで運ぶことはできない。また、常に移動生活を送る彼らにとって、トナカイがいたからこそ生活用具や老人や子供を遠く 移動させることが出来たといえ 。さらに、トナカイの乳はトナカイエペン 人にとって、重要な栄養源であ 毎年五
1
十月にかけて、トナカイエペンキ
しぼ
入の女性はトナカイの乳を搾る。トナカイの乳は紅茶に入れて、ミルクテイとして利用するのがもっともポピュ
ラーである。一頭のトナカイから沼に出る乳の量はわずか( の栄養状態によって変動するが、大体二五01
三百守程度)であるが、トナカイ
の乳は、野菜をほとんど摂食しない彼らにとって、ビタミン 補給に大変役に立っている。トナカイの世話は基本的に女性がする。ロシア エペンキ人の研究家(B
・A-
トゥゴルコフ)が指摘した
ように、トナカイは人聞に多くの恵みを与えるが、代わりに人間から求めるものは一撞りの塩だけである。と 一言え、トナカイ飼育者にはそれなりの経験が必要である。トナカイ コケ類、木の若葉 新芽や草などを食べるが、大好物はエベジキ語でグオンゴン
Hと呼
ばれているコケである。常にオンゴンが豊富な場所を見付けることができそこへトナカイ 移動させ ことが飼育者には求められる。また、出産シーズンになれば、近くに深い河がなく(まだ泳ぐことができない子供トナカイが
おほ
蕗ちて溺れて死ぬ危険がある)、風通しがいい場所を見付ける必要がある。
六月から九月上旬にかけて、森には
大量の吸血性昆虫が繁殖す 。蚊に刺されて、トナカイは餌を取るどころか、落ち着くことさえできない。この
勺4伴、d?可ム???円L?.ー+」???5 
時期に限って、トナカイエペンキ人はトナカイのために、蚊が活発に活動する昼間に、キャンプ地の近くで火をたいて、大量の煙を発生させる。煙があるところにはこれらの吸血性昆虫が少ないので、トナカイをそこに集めてくる。
トナカイはトナカイエベンキ人のデザイン mによ
く登場する)。これらは怠穣製品や毛皮幾衣阪によく
施される、 トナカイやトナカイ独特の角の形の模様
である。
日本人の魚に関する語棄が非常に多
くあるのと同じように エペンキ人のトナカイに関す こと、はも大変豊かで 。ほぼすべてのトナカイ
が自分の名前を持っている。またトナカイの各部分には細かく名前が付けられている。さらに性(オス、メス)、年齢、角や毛の色 よって呼び方違ってくる。また、長年の経験からトナカイエペンキ人はトナカイが好む鎮の種類、トナカイの病気や怪我に効く薬草なども熟知している。トナカイエペンキ人とトナカイの深いつながりは、彼らの精神世界にも反
映されている。トナカイエペンキ人の伝統的な世界観で 人間 肉体はこの世に残るが、魂は天国に行くか、もしくは地獄に落ちると解釈されている。彼らは、人間の魂自らが幸せな天国へ行くことはできず、神と人聞をとりもつ使者であるトナカイが、入院の魂を天固まで運んでくれるのだと信じている。そのため、人間が死んだら一頭のトナカイを屠殺(トナカイエペンキ人は肉食としてトナカイを利用しない)して埋葬する。 たシャ
l
マン
が行う重要な儀式の時、白色のトナカイを屠殺し、儀式の神聖さを高 る風習がある。さらに、トナカイはシャ!マンの唱え、伝説 物語 重要なテーマであり、衣服のデザインから白樺の樹皮でできた生活用品の模様まで、彼らのの世界を構成する最も重要な要
素の一つである。
トナカイエペンキ人の最後のシャ
i
マンと一言われていたニュ!ラ・シャ
l
マン(一九九八年没)の唱えには、トナカイとトナカイエペンキ人の女性を歌った一節がある。
「足が速いエペンキ人の娘さんよ!平くトナカイを見て来い!山の谷で、川の傍で。樹林の隙間から、オロン(トナカイ)の角が光る。遠くからオロンの鳴き声と鈴の音が関こえる。西へ東へ見てごらんよ、われわれのオロンは森中に:」。
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るくじよう
現金担入源となったトナカイ〈鹿茸)
従来トナカイエペンキ人の生業とい
えば狩猟である。しかし、一九五
0
年
代からスタートした国家による森林伐採(大興安嶺は中国の最大の木材供給地である)や林業職員による乱獲などで動物が激減したため、一九八
0
年代
以降、狩猟は生業として成り立 なくなってしまった。
一九六五年トナカイは集団化され、
また民族郷の増収を図る目的から、地方政府はトナカイの鹿茸(袋角)を漢方薬の材料として商品化することを推進した。一九八四年地方政府の方針変
毎年の 5 月 ~10月にかけてトナカイの乳を搾る。
トナカイの乳はそのまま飲まず、紅茶に入れて飲む。
ハ工、カやブヨなどが大量に発生する夏、 トナカイ
はいつも火(短)のところに集まってくる.
トナカイエペンキ人(特に女性)は、 トナ力イに話しかけた
り、あるいはただ名前を呼んだりして、 トナカイと 一緒にい
るのが大好きである。
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a
トナカイの親子
化によって、トナカイエペンキ人に個人によるイの飼育と鹿茸を売って現金収入を得る機会が与えられた。ニ
OO
二年の時点で、二八世帯の人たちが五つのキャンプ地で、合計約六
OO
頭のト
ナカイを飼育し、生計を
てている。多くのシカ科動物がそうであるように、トナカイの魚は冬に落ちて、翌春にまたはえてく シカ科動物は普
通オスだけが角を持っているに対して、トナカイはオスもメスも角を持っている。角が出て骨化する前の段階を袋角といい、鹿茸と 袋 切り取り、乾燥させて漢方薬の材料にしたも であ
のこ
る。袋角を鋸で切り取る作業は大体五月後半から七月にかけて行う。
トナカイとともに生きる
近年、狩猟はほとんどしなくなった(正確にはできなくなった)とはい
え、キャンプでの生活は依然移動を繰り返す。もちろん、移動生活 変化がないわけではない。例えば、昔はトナカイに荷物を載せてキャンプ地を移動したが、 までは自動車がトナカイの役割に取って代わった。また、民族郷には彼らの家があるため、民族郷とキャンプ地を往来しながら生活する人も少なくない。しかし、いろいろ 変化の中で、トナカイに対す 深い愛晴、トナカイとともに生活する習慣依然保たれている。ここで、二人の事例を通じて、その関係を う少し具体的に見てみよう。
トナカイエペンキ人の最長老であるAさん(九
O
歳?)は、長い時間キャン
プ地を離れたこともなく ずっとトナカイと一緒に暮らしてきた。一一
OO
四
年八月、私が彼女のキャンプ地で調査していた時のことであるが、ある日民族郷で生活している 次女と二人の孫(彼女の長男 子供たち) 彼女を民族郷の老人ホ
l
ムに入院させるた
め、キャンプ地にやってきた。彼女たちは一日かけて老人を説得したが、
A
さんはそれに従わなかった。次女 ち
の説明通り、白内暗によって目が不自由になった
A
さんにとって、さまざま
2? ?
な設備が整えてある老人ホ
i
ムのほう
e
が、冬になれば大変寒いテント り快適に過ごせるかもしれな 。しかし、口Aさんはオロンの鳴き声が関こえな山い、森の新鮮 空気 吸 ない生活は
m? ?
考えられないという。私がキャンプ地を離れる日、
A
さんは来年またキャン
プ地で会おうねと別れの挨拶をしてくれた。
Bさん(六四歳)は子供のころ民族
郷の学校に通い、その後畏族郷の病院で看護婦として働き、長い間トナカイ飼育から離れていた。しかし 一九八九
ミこ
四年、彼女は病院の仕事 辞め、民族一
mb
郷政府と…ニ
O頭のトナカイを飼育する一
MM
契約を結んだ。それからの彼女は、長詰
冬仏、士。腕時総地￠ブ棒ン白ヤはキ璽ま。一
T
住なのう入よキのンこベ近エ蚤イ占HHI
レ
ナかトし
8 
A さんにとってトナカイは家族のような存在である。男と一緒に森でトナカイを飼育する生活を続けている。彼女と同じ民族郷での仕事を辞めてトナカイ飼育者になったトナカイエペンキ人はほかにもいる。何年か前の調査で、私は
B
さんに、
なぜ病院の仕事 辞め トナカ 餌の仕事を選んだかと開いたことがある。その時
Bさんはいろいろな事情が
あるとしか答えてくれなかった。二
O
OO
年の一夏、私が彼女のキャンプ地で
調査していた時に起きた出来事であるが、彼女の七才のメストナカイが林業職員が野生のシカを取るために仕掛け
わな
た由民にかがり、死んで
b
まった。私た
ちがそのトナカイを発見したとき、体温、か残っていたため からまだ余り時間 経つてないと分かっ 。しかし、彼女はトナカイを一本 大きな木の下に埋葬した。私はトナカイの肉と皮は何千元(元 中国 貨幣単位)もするだろう、なぜ売らないのと聞いたら、彼女 このトナカイのお担母さんは、一九八四年私が政府(民族郷)とトナカイ餌育する契約を結んだ時、三才だった。翌春、彼女(トナカイ)は私が持っている一七頭のメスのトナカイの中で、一番先に一頭のとても元気な赤ちゃんを産んでくれた。それを見てトナカイ飼育に対する不安、苦労は全部消え、大変うれしかった。この家族はいつもメスばかりを産んでくれるので、そのお陰でトナカイの群れはすぐに大きくなった。私たちエペンキ人にとって、トナカイは家族のようなものだ、と売らない理由を説明してくれた。おわりに
トナカイを頼って生活している約八
O
人のトナカイエペンキ人の生活水準
は、現地の基準で考えてもかなり低く、トナカイ 数が少ない人たちは政府の援助金なしでは生活ができない状態にある。また、トナカイの交通事故による死傷、人間(主に林業局員)が仕掛けた畏によって 足を折ったり、死亡したりして、トナカイ飼育を取巻く環境も問題点が多い。さらに、若者のアルコール中毒問題やキャンプ地に行きたがらないなど、トナカイエペンキ人内部で抱えて る難題も決し 少3
くない。私は一九九六年からトナカイエペン
キ入社会の変化を研究テ
l
マにし、
フィールド・ワ
i
クを続けている。な
ぜか森に図まれたキャンプ地では、よく落ち着くのである。きっと何でもお金に換えてしまいがちな現代社会失ったものがここ あるからだろう。
トナカイは中国エペンキ人のシンボルマ
i
クに指定されている。このおと
なしく、優雅な動物 多くの人に愛されることを願いたい。特に、長い間トナカイエペンキ人と付き合っ きた私としては、若者たちが自分の「伝統文化」を守ってゆくことをこころから願いたい。
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